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継続研究

研究経過

講　師　塚越和子先生　　　　　　　　　 

（つかごし療育コンサルティング代表）

回 期　　日 テーマ及び内容 会　　場 人数
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第１回　統合保育研究会

月　日　平成 20 年５月 22 日（水）

場　所　幼児教育センター

講　師　塚越　和子先生

（つかごし療育コンサルティング代表）

テーマ：「統合保育の意味」

俯瞰図番号　D3 － 1

〈Ａ～Ｅグループ〉基礎講座

○塚越先生より講義

１．統合保育とは

・障がい児（診断名が出ている子どもTUV・

グWーXーYZ[いる子どもTU・\]^

_`aている子どもTUがとも[育Ubc

daていefと`ghとaT保育i

j．統合保育研究klは

mnopグループ[いる子どもTUがb

qとも[育rsといtfと`uvwb

xyzo{|`}~�abよりよい��o�

�`��i

��zo保育l��aていei

��り�����o��`���るi

x～�`�り�a�いb子どもTUocd

�とr��ていeivTb��o����

` c�る[¡Tりb¢£h�¤¥てo�

�`��lいei

p．¦�o§¨�子どもTUo©

・１ª«¬が­い

・®¯�°が±¤

・®¯o�²lルールが³´lµ�い

・¶�Uとtve«·�い

・k¸が続²�い

・先生b¶�Uとo¹º»¼½ー¾¿Yがと

À�いi

・f�Áりが¡るbÂ

Ã．ÄÅT�°o³´

ÆÇÈ児[�°oÉÊ`ËÌてもb´Í[は

r�がÎ�いi保育Ïがb子どもo{|�°

`³´abÉÊ`Ðる§¨が¡るi

Ñ{|�°`³´�るTÌ[は

xどo�°`ÒÓ�る²ÍÌるi

ÔÕÖとaTもolは�eb×ØYÙ`aÚ

るi

��°がÛµTÜ[bÝm・ÝÞ[はßが¡Å

To²àá�るi

Ô�°àâ¾ーÙoãä

��°がÛfÎ�いよt[Çå`¥てるi

Ôæ×ーÙプçY¾ーÙoãä

è．�°àâ¾ーÙ（ＡéêログV[rいて

・{|�°がÛµTÜ[b事�`見Tvvà

â�るfとlbÉÊo³´[r��るi

Ñ書µ�o留意点

x形容詞は�る·e使Áず[bÛµT事柄

`簡潔[àá�るi

ÔÞzb見��Ü[Øメージが湧µや�いよ

t[i

Æ（例V・vÁりo子`b¤当Tり次第強い

力l押�Ô×

・vÁりo子`押�Ô○

�¢£h[状況`àá�る

（例V・±¤lÄÅているÔ×

ÆÆ・泣µ叫�lいるÔ○

�一場面`ピックアップ�るi

Ô大v²[àá�るとbどoよt�とfろが

Ä難lbどoよt�変�[Ç応lµ�²Å

To²b見µÁÌるoがむず²ae�るi

Æ（例V・朝oko間b勝¤[保育室`出て

avtiÔ×

・朝b歌`歌tÜb水`飲むと言いb勝¤[

保育室`出てavtiÔ○

・�°àâ¾ーÙ（ＡéêログVoàálb

Ýmo�°b{|�°bÝÞo�°が整³

さÀbより¢£h�³´[r�がるfとが

­いi

６．ÇÈ児`���る[¡Tり
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◎環境の変化に対応するのがむずかしい子

・一日の流れや活動の順序などを、わかりや

すく伝える為、絵カードなどで示すT

UVWXのYりZえが[\ー]に^える_`

になり、abcdeしやすいT

・対fghijkのlにmーmをnoるT

Upqにrsりthをuくるvhに_り、

mーmをwx`hするyがjuTzか{

mーmをuo|え}り、~い[��で変え

�しs`h、��を��、��がむずかし

くなるvhが�るT

・��の��かoc、なる�く�oるT

U����、�いoない�hい�}��をする

vhが��な子c�いTsず一�、対fg

のVWXを�q、��をかえ��すvhが

�sしいT

����・�に �cいos¡¢

U£¤¥にいsし¦`

・§、£¨c©ªs¡¢

Uzで©ªにv_`

・«いvh・¬いvhを­®に伝えるT

U¯°^動が±�}²、子ど³に��で´µ

するのc¶·で�るT

・¯°^動が±�る¸に、¹º»をhるT

U^動をh��いる¼½に¾の^動をhq、

¿µÀ¡るvhcむずかしいTÁ¸に、対

fghh³に¹ºするÂÃが�るT

���・Ägの£³XÅをÆ�にÇるT

UÇる¸にÈÉし�Êh�`_`にするT

¯°^動を_い^動にZえ、対fgのËÌ

を��À¡るÍÎZ^動

・Ïに�ÐoをÑqる[ÒmをÓにuo{れ

る_`にするT

Uわか{ないvh、¶·なvhc、対fgに

Ô{ず、Õにで³�るvhT�Ö×Øを±

vし、abのdeをÙい�しs`¸にÐo

をÑq{れる_`になるvhが�sしいT

・ËÚ��にÛÜく²Ýc、abが�れやす

いhい`vhをÞßに£くT

Uàいをá¾`hするVWXがâsり、ãれ

}^動や�動がäえ�くるTijkcåæ

hし}ç�でèするvhがÂÃで�るT子

ど³のç�に_り、éす範囲を変え�しs

`h、逆に[トレ[を与えるvhになるT

８．§zのÇり組ªにuい��shq�

①対fgの¯°hなる^動を明確にする

②^動記録シートに記録をするT

③サポートプラ�を書くT

④サポートプラ�を実践する

⑤実践し}結果を記録し、検証する

○ij経験６年以上のijkが集sりテーマ

をrq�研究をすすq�いくグmープ

〈Ｇ１グmープ〉

現在の¯°点Í��でのコミュÖケーショ�

がむずかしく、個か{集団へhどの_`に導

い�いoば_いか？

��↓

reテーマ

È統合ijに£oる仲lÜくりÊ

�━個h集団の在り方にuい�━

〈Ｇ２グmープ〉

現在の¯°点Í衝動Ìな^動が�く友だXh

のコミュÖケーショ�がhれない

��↓

reテーマ

È障がいgのコミュÖケーショ�Ê

━��かoÜくりか{深q合いへ━

※reテーマを³hに各自が実践を繰り返

し、経過や結果を�し合い、グmープの新

}な課°を見uo�いくT
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第２回　統合保育研究会

月　日　平成 20 年６月 18 日（水）

場　所　幼児教育センター

講　師　塚越　和子先生

（つかごし療育コンサルティング代表）

テーマ：グループバズ（問題となっていること、

取り組みとその成果、今後の課題につ

いて）

俯瞰図番号　D3 －Ⅱ

●Ａグループ

・保育室から出ていってしまう

→言葉のみで説明するのではなく、対象児の

好きな曲をピアノで弾いTU、VWをXい

てYZ[を\す]^で、_`aいる]^b

できるcうaなっTd

まT、言葉beをfのghijる]^はk

e、lmしていくnobpるd

qrstuをvwるxはnyz]{から、

||をします}^~jる��

��の��^して、�� � �でできるt

uを��し、保育�の��を�らしていく

]^bp�ら{るd保育�^�対�で��

る��b�いので、�児^の�����ー

���の^U�を ¡でいくnobpるd

●¢グループ

・£¤の�¥b¦かwない

→§acって¨©�ªは«なるb、保¬�の

­®q¯°^の±²sb³´µでpるd

・¶a対して·¸bなく、¹º¶»をしてし

まう

→対象児b¶¼をし�すい½¾¿くUをÀう

]^bÁÂでpるdまT、¹ºvwるÃa

保育�b��U、ÄÅして¶¼をすすwる

]^bできるcうaÆÇしていく]^È

Éoでpるd

●Êグループ

・ËÌbいÍを�児aÎう~jていく»きか

→Ïb出てしまう、¶¼Ðの]Ñ�UbÒい、

ÓuÔÕaÌbいbpUÖ×ーaØって

いるÙ�のÚÛbpるÜÎÈa対し、�児

のVÝbi�ってきているd

→ÞÅ、Þß児でp{à、áâÐのãのÅ

でzäåな]^・æÏな]^は、çaでÈ

pる}^いう]^を~j、�eèjる½¾

¿くUをするnobpるdÞé児でp{

à、個別aãをし、理解を深wていeるc

う¨©する]^bÁÂでpるd

●Ｄグループ

・基本的な生t習慣b思うcうa身a¦かな

い

→積みÉねbÁÂなので、継続して¨©して

いきTいd対象児btuの流{a入ってい

eるcう、�かU�すく内容を~jる�の

ÆÇbnoでpるd対象児bzÎうす{à

cいのか}z何をしTらcいのか}^³安

aなるÃa声かeをする]^bÁÂでp

るd��の��^して、z��の®でÀj

るtuを��す}^いう]^bp�ら{

るdfの為aはÎの��を�らしていく»

きか、具â的a考j、cU適しT支�の�

法を実践していくnobpるd

●Ｅグループ

・トイレトレー��グa¦いて

→��を決wて£¤a±{ていくdまT、座

らせる��È毎回同じaする^いう工夫

をしているd

・朝の身支hの途Å、外a出てしまうd

→対象児の状況を�の職員aÈ~j、§áâ

で­®しなbら見ていeるcう、±²を

^っているdfの結果、問�Àub起き

T�a、cU早く対応bできるcうaなっ

Td

|塚越先生cU講義

�．保育V標の設定a¦いて

・V標設定bÁまかaなっている傾向bp

るdcU具â的a、身近な]^から取U組

¡で達成Ð^近¿eるd

・優先順位を¦eる
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①基本的生活習慣を身につける

②自分の気持ちを表現する

③保育の流れにのる

④他児との関わりをもつ

・障がいの特性を理TUVWXYZを[\る

]^_自`abにcるdeもにfUghUi

jk活lにmnするoとYZをpqするの

rstuUいvgwとのxyz{|}~�

�が��oとい�特性を�i理TU��t

gwと����に�る�とがX�る��に

�るoとい�YZに�り��るv

�保育�の�いが��U�い��に

・g��UVoとい���を����のYZ

をpqする

]^_�� ¡をするdにfU��t¢£

¤け ¡¥れる��¦U���UV¥§

£�̈ 分©とYZをª«に¬\­いiv]®

¯}°®±²³_

・YZとする�lの´にµ��¶·をする

]^_¸¹のº�表»が¼¥れ�いdにf

U�½¾¿にbu�´にÀtg½¾¿に�

ioとÁわÂる��にするvÃ´のÄuけ

とÅのÆの�lがÇ�ついVÈに��り理

TがÉ�るv

§Ê¶·をË¥U­いiにcVり

・Ì­の�·けÍÎ�½をÏÐに�iすのX

r�i�ÑÒ�ものu¥ª«にÓU­いi

ÀÔがcるv�V�保育�の¶·がcる�

とに�りÕÖが×qU�ØをÙÚX�るÛ

ÜがcるのX��iÝºするv

ÞÊß障がいàを他児にe�á�­いiu

他児がfâ児にfU�ãäを持åVり�æい

をç�る�とr�icるv�tÅのäいuけ

にèçU�é\る�とがê�Xcるv気持ち

を受け止\VWX�g����とr誰にXも

cるoとá�­いivÀÔ以WにÕ報のみを

与�るのXr�i�分uりÍすi�具体的�

^をcげ�が¥指導すると�いv

→�り協Ø体制がつiりÍすi�るv

４Êサポ}½³ラ�の作�にcVり

・困åV�lを環境の中X観察する

・fâ児に�åVつもりX記入する

・①～のÈ�②～UV¥�③～に�åV

①u¥③�Xの流れを具体的に記入する

━おVt�ＦＡＸ�り━

①U­rいけ�い�とを繰り返Uするv保育

�のÁ葉が耳に入¥�いv

→ä題�lの起�る直´の状況に注Yするv

�lに移å­u¥と\るのXr�i�未然

に防ぐv

→Á葉Xá�るのXr�i�視覚の�がuり

を使用する]絵カ}ド�○×カ}ド�e_

②xyz{|}~��が��X�グ°}³X

の話UÜいにmnX��いv]グ°}³名

を[\る話UÜいのÈ�に­_

→[qUVグ°}³名を紙に書ivÅの役を

fâ児に任Âるv]�VrÙ表する役�e

を任Âる_話UÜいXÙÁX��i­も�

様«�mnの仕方がcるv

③保育m観È�jk��の中Xfâ児が¢w

Óれ­U��v保護�が悲UsのXr©？

→�をつ�ぐ��を題材とU�両�を友¤ち

につ�いXも¥�vfâ児r自分のÛ所が

×qするのX�ÅのÛにい¥れる��に�

るv

→mnの方法r様«Xcるが�保育�の柔軟

�f応が求\¥れるv

５Ê¼通Uをá�るV\の支¶^

・Á葉uけに頼¥t�視覚の�がuりを用い

る]絵カ}ド�e_

→xyz{|}~��を��とするdに限¥

t�クラ®Ì体への指導とU­有効Xc

るv

→Y的�lと��がuり]絵カ}ド�e_の

内容がÏ致U­いるu��i考察するv

→�がuりがcる�とXÕÖが×qU�十分

にØをÙÚX�るdeもが多いv
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━参考文献━

・ふしぎだね！？自閉症のおともだち

日本発達障害ネットワーク

ＴＥＡＣＣＨプログラム研究会T

UネVWXYZ

[\]グVープ

・研究^ー_`abしcぎdefghij

klmnopqrstuのv^ップとし

dwtxy]z]の{|}k~��m��

i��n

・��の�kqvムー�qr�s�����

の��i�����のVーV`��s�

���の���

・��もの��q�| mefの¡¢しi�

�u£snz¤¥の��と¦§`¨©ーV

csn

[\ªグVープ

・«¬q­`®しdしt�¯°`±~cq

yw²の³´uしlk}µ�d�¶n·¸

±`µ�w¹�º»と¼�s³½`¾¶}

¿ÀÁ�Â�`考�d�¶n

・Ã¥qÄÅiÆds��wÇÈ`É�Êだ

ち`Ë}Ìし¡~�s��qしmnÍしx

¾ÊだちのÎÏ`Ð�dÑdクラvのo

p`abしyÒ�mn

・日´のÓÔ`ÕhÖ sm�qw×ÏqÔ

ØÙÚ`Û~ ÕÜしdÝÞ s��q

しmn]z]のßàuÕhしdÑdもwá

×�uâ�ムiã�sとäÆちiåÕh

q�ldしt�のuæÑ続Ñçèi��

u£sn

第３回　統合保育研究会

月　日　平成 20 年９月 10 日（水）

場　所　幼児教育センター

講　師　塚越　和子先生

（つかごし療育コンサルティング代表）

テーマ：グループバズ（問題となっていること、

取り組みとその成果、今後の課題につ

いて）

俯瞰図番号　D3 －Ⅲ

[ＡグVープ

・éá×への参¸（�戯）q¾�d

ÄÅ`示Öxw踊§�とし��n失敗cs

¦と`嫌�w人Ïu踊s¦とiuÑ��n

����i積極Áq誘�wともqá�¦とu

参¸uÑmntmwÃ¥とÍし距¼`お

Ñw全ÀのØÑ`¡s³½`gけmn²の

結果wz¤¥の�kqÕÜ感iÓt�w自

~参¸し��とcs姿i¡~�mn

・��の��としdwÃ¥とともqÔØcs

楽しÖ`Å|�wéá×q限~x全Àの流

�q添ldáØuÑs��qしd�Ñm

�n

・基本ÁÓÔ習慣q¾�d

夏休みÏwéÓÔq慣�wefとしdÑm

¦とi達�q近づ�d�mnしkしw夏休

み明けqywré当初の状態q戻ld�

mn

�現在の��c`ふt�m上uw新m�ef

ghの��性`感Òmn

[ＢグVープ

・基本ÁÓÔ習慣（トイレトレーニング）q

¾�d

]学期wéuの排泄`efとしd取}組ん

u�mi達� xq夏休みqrlmn夏

休み明けw家庭uのトレーニングの結果w

自分の·u排泄cs¦とiuÑs��q

�lmn

�家庭との連携`取}w指導方法`統一cs

¦とuwef達�へと近づ�mnéuの
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指導方法と、家庭での指導方法が異なる

と、対象児にとってストレスであるという

ことを学んだ。トイレトレーニングに限ら

ず、その他の生活TUにVいてWXYのこ

とがZ[るので、\]^てい_`い。

abグcーd

efgのhiにjいて

klのmnのop^がq`なrっ`s、t

uvwがxyなると、fgがznる。

{v|に}ーc~を�s、�の活�に�るv

wを��に�ることで、�ニ��を�こ�

��が�っ`。���の���

eこだ�s��にjいて

����にこだ�sがある�ト�ンd��

な��

{対象児の������のこだ�s�を生r

^、指導�とjな�`。その �、fg¡

hi^、¢£uの¤s¥[をス¦ー§に�

[る¨うになっ`。

�©�eªi^ている活�の«¬を��で­

�。

e®¯��の°、v|を­^、�±±²³で�

ということをあらr´µ¶[る。

e·¸の¹ºと^て、グcーd»での��の

¼`½¾方法を¿À^、lÁのÂÃで\]

^てい_`い。

aÄグcーd

e�ÅのÆÇにjいて

È�É���スÊËで�うÌレー�のÆÇ

がÍずr^い

{対象児とÎの¨いÏをÐ¸に^てVyこと

で、hÑÒが生³n、ÆÇで_`。³`、

ÓÊÔで¿pÕÖを^、対象児を×Øート

^ている。

eこだ�s��にjいて

ÙÚÛÜ��がoらnる。�ÂÃÝの¢を

Þy`µに、ÂÃßを¼て�y~�

{ÂÃÝのàyに対象児のáをâã`。³`

äåæを��に�る`µに、çèのéー�

を付ã`。その �、ÂÃßにいらnるv

wがxyなs、問º��が�っ`。

e·¸の¹ºと^て、対象児にとっての不h

要素¡何rをo極µ、¨s¨い½¾を実践

^ていy必要がある。

aＥグcーd

e基本的生活TU�トイレトレーニング�に

jいて

排泄のÚ志表­¡oらnるが、実°に排泄

�る³でにvwがrrる。

{補¾教諭をjã、個別対\がで_る¨う配

慮^ている。

eトイレでの排泄がÍずr^y、紙オ¦ツが

とnない。

{紙オ¦ツの中を³µに�認^、ぬnている

vwをその都度記録^`。ÂÃÝが対象児

の排泄のタイミングを把握�ることで、適

当なvwに声rãを�うことがで_`。³

`、トイレに興味が£てる¨うçèの}ー

c~を�ることで、足が向y¨うになっ

`。

e·¸の¹ºと^て、対象児のペースを十²

に守sながら適¤な½¾を^ていy必要

がある。

aＧkグcーd

e個Áの目標のo直^を^、そのÏなsに楽

^んでで_ることに取s組んだ。周囲のÏ

�WのÕÖWÜらnる¨うになって_`。

〈��の¹º〉

e対象児の苦手なことをÕÖ^、そのvで_

ることをojãる。

e集団でのÂÃを��µる上で、対象児や周

囲のÏに�の¨うに関�るrを考[る。

eÂ護Ýの¢£uをÕÖ^jj¶[るべ_こ

と¡_uんと¶[ていy�l常のÂÃをo

に来てWら[る環境をjyる�

e周囲のÂ護ÝのÕÖをÜらnる¨うな説�

W必要である。

aＧ２グcーd

eZ葉やジェスチャーをjrってコミュニ

ケー}ョンがとnる¨うになって_`。



－ 32－

継続研究

→周囲に受け入れられるようになり、「たた

く」ことが少なくなった。

・対象児の行動を否定するのではなく、やる

気が起きるようほめTUVWXする。

・YZ[の\]はできT^るが、_`のaで

bcdをたた^Tefうことがgる。

・hijのklがmられn、oep^ができ

な^。

qr[のstu

・周囲のvwxにyめTxらzるようなoe

p^を{|}で~�。

・hijとのoep^を���なxのにeT

^く。

�����より��

��対象児の行動を�zる

��たn����より�

����、h��に入らn��_`をeTe

fう。wのようにh��[�ったらよ^�

��らな^。q���uh��で_ ¡¢

£行動¤ことができるよう対象児の¥きな

_�を�¦に§く。¨©ªを«ら�にする

ことで¬­は®定する。fた、¯児の°動

のようすを±²ることができる。

³´µ¶の·xを¸ ことができn、h�j

の�¹をºめる。»¼で行zるようにする

ためにはwのような�¹が½¾�

q���u¿^·xに�z、h�jとÀ­に

·xをÁく。h�jとÀ­に·xをÁく。

ÂÃにh�jの�¹を少なくeT^く。

¡ÄÅÆÄXをÇらす¤

fた、ÈできるようになるÉことcけをÊ

Ëとするのではなく、Ìったときには¹け

をºめると^うÍÎÏÐÑWÒÓÆÔを

Õめる½¾がgる。

Ö×のØでÙdÚÛ¡対象児¤の��りに

�dÚÛがÒWÜÝを~っTくる。e�

e、h�jはÙdÚÛが»¼でÒWÜÝを

~っTくるようになっTほe^とÞっT

^る。

q���uÙdÚÛはßàáaでgると^う

ことを�dÚÛをâãä�[åけToす。

対象児にæらn、周囲のv[のçèÅWx

éêでgる。fたÙdÚÛ[は½n「gり

がとう」とëうように促す。ÍÎÏÐÑW

ÒÓÆ面での指導をする。

２・���な��をするためには

�対象児の行動を環境のaで�zる。

→�ÙＣ行動記録の°用

³気になる¡心配eT^る¤行動に��る行

動を決める。

→¢£行動は、周囲の人が��りやすく受け

入れられるxのを設定する。

Ö行動を可能にするためにはwうeたらよ^

��¹方法を���に決定する。

３�行事の\]に�^T

・ä�[の\]に��れn、部¼�に\]で

きることにÊをåける。¡対象児の行動特

徴を確y¤

・担任以外の補¹教員と協Ôe、µ日の過ご

e方を決める。

・hijには普段のàáのようすを伝z、可

能でgれば\観eTxらう。

→µ日のみの判断にならな^よう、àá過程

のÈ学`ÉをみTxらう。

・パÐッ{が起きTefった時のことを想定

e、対処法なwÒÏÎレWÒÓÆeT�

く。

４�\]eやす^°動とは

�決fった時間に行う°動

³決fった©ªで行う°動

Ö決fった手順で行う°動

④決fった¦容の°動

⑤繰り返eが多^°動

⑥始めと終�りが«確な°動

�\考文献�
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・保育士のための気になる行動から読み解く

子ども支援ガイド

藤原義博　監修

北九州保育士会

平澤紀子

山根正夫　TU　VWX

第４回　統合保育研究会

月　日　平成 20 年 10 月 22 日（水）

場　所　幼児教育センター

講　師　塚越　和子先生

（つかごし療育コンサルティング代表）

テーマ：グループバズ（問題となっていること、

取り組みとその成果、今後の課題につ

いて）

俯瞰図番号　F6 －Ⅰ

　YZ[\]^

_`行abのcdefg会hにijkl

mnopqrstcdtuるvwxyr

たz{|o}~�vwに�}jw����

�rkjたp�mnoの��\に����

cdtuる����め���������

�たz

�tuる�}��かrk��にcd�る�}

tmno�������め�qrst��

 ¡vwにな¢たz

�£��の子�mnop¤�¥¦に��rk

jるvw��§k�¨©rvw}rた��

ªj«�の気����¢kmno}¬�

るvwにな¢たz

�­®も¯£°£な`行ap行�±るのt�

fg会tVs²�}��かrkjuたjz

Y³[\]^

_`tの�´�µにijkl

¶V·�¸動会など¹uな行aの��にº

��保育´動の»±p¼�¢たz½の¾

¿�ÀÁなどÂÃÄ�´�µのÅÆÇpく

È±kr£¢たz

�mno}�Éに¬�るÊË��ÌÍÄにi

く¢kjるz£た�ÎÏÐÑ}のÒÓ��

��½±£tの»±�Ôるvwにrkj

るz保育Õ}�¢く�¬�る�}t�Ö×

Øp�£±�ÅÆÇ���ÙriiÚるz

�Ö�rた`�´pÛ±るvwにな¢kuk

jるのt�ÜのÝÞß^}rk£��に�

�àá�|o}の¬����kるvwにr

kjuたjz

Yâ[\]^

_保育ã�äkjくなどのåæ行動にijkl

�çpä�め��èの気��の££行動�

}るeéuな子に会jに保育ã�äkj

くh�}pê�kjるz

�全k�禁止�るのt�なく�具体Äに行¢

kもjjÊË・回数など�伝�るz£た保

育Õばか�t�なく�£��の子からも声

かá�rkもらj�¬���jの場�ê«

rkjるz

�保育Õの��引uたj}jw�注Ì獲得行

動も§ら±るのt�|のÐÑ}もÒÓ��

�適�な声かá�行�るvwにrkjるz

YＤ[\]^

_|o}の¬��にijkl

`行a�経験r�|oにmr�pàくvw

にな¢kuたz

�|o}のコミュニケ]ションの場�¯らに

ê«r�成長b}iなげkjuたjz

_食aなどにおáる�²��行動にijkl

絵カ]ドなど�用j�{�め�}{終���

�明らかに�る�}t�少rÈi���達

成tuるvwにな¢たz

�­®も積極Äに絵カ]ドなど視覚の手pか

��用j�指導rkjuたjz£た�家庭

}のÒÓ����指導方法�統¤r援Ï�

行wz

YＥ[\]^

_ÂÃÄ�´�µにijkl

・トイ��嫌p��座る�}ptuなj

�mnop興味のÚるもの�置く�}t�ト
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イレに足が向くようになった。

・衣服の着脱が困難である。（やり方がわか

らない）

→保育者がゆっくりと見本を見せるなどの援

UをVWXYZをわかりや[く\]る^と

で_`aとbcいた。dたWefがgっh

いるよう[を見i[るjkをlmhいる。

noがいをefにどう\]るかp

→qrsにoがいtを\]るのでuなくvw

xな^とyとVhz{を|ら}るよう~�

Vhいる。

・援Uの方�に�いh

→��の�にくい��方�であっh�W継続

をV見�る^とが��であると��た。保

育者が�ら�W���くある���と�

う。

�������

n��fに�Vhgった��とVhp

・� �mでなくW¡¢�£などの¤¥s�

�を¦い援UVhいる

・� がmを§¨sな�のから©¨sな�の

になるようにªがmた

（«）¬^にgっhuいmdせ­→®

¯¯¯¯¯¯¯¯^^にいるとかっ^いいよ→°

・±²に³´jkをlmW³­でいいjkと

やる��jkのµりuりを�mるように

Vた。

n保¶者との·わりに�いhp

・保¶者の�¸¹をz{VWºり»う^とが

��である。VかV¬}�mでuなくW保

¶者にとっhよりqrsで¼向�な½¾

をVhいくようにªがmhいる。

��¿����

n��fに�VhgったÀ援に�いhp

・ÁgÂのÃくなる¿iÄW��fがよりÅ

¨VたÆÇをÈ}るようWÉÊをË]た。

（«）・Â¼にgÂのよう[をÌÍÎで見せ

る（ÏÐをÑÒ）

・¼�っhÁgÂがgわ}るÓÔを見i[る

・§¨sな� がmuせ�W©¨sなÕÖを

[る。

n��fの×ØgÙに�いhp

・z²がなく×ØgÙをÚ^[^とuない。

Û�¬の¼にÜÝとなる�Þßとがある。

Á�mでなくWÔàによっhuáâでのよ

う[を^dµにÑÒVhãく^とが��

�と��た。

°äåæÆよりçè

�é��fのêを捉]る見方・考]方

・�になるgÙの�処�のZを考]hいる傾

向がある。

→流}の中でgÙを見hいく^とが��

・困ったgÙとu何なのかを考]る。

→保育者でuなくW��fにとっh何が困っ

hいるのかを見�わµる

・×ØgÙにuÛ�直¼のÜÝがある。

→×ØgÙが単独で突発sにÚ^る^とuな

い。直¼のよう[などを見落とさないよう

に[る。

・直後のÏÐに�注目を[る。

→×ØgÙをÚ^Vた後W��fにとっhメ

リットとなるÏÐがあるとW×ØgÙu�

化さ}hいく。

―ãた�ねＦＡＸより―

①バスの中で周囲の子を噛­�りW髪の毛を

引っぱっhVdう。¬の後に「ダメ」「や

µh」等WVhuいmない^と�と\]た。

nÀ援«p

・保育者からよく見]るW一人席に座らせる

^とで×ØgÙuÚ��W保育者u注意を

せ�に[む。

→やっhVdった後に� がmで��をVh

�W\わりcらい^とがÃい。d�uÉÊ

をË]W×ØgÙに代わるgÙを目標と[

る。

¿W��fからの発信方�

◎相xに要求を\]る経験を[る

・g為によるコミュニケ�ション　泣くW叩
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く、奇声をあげる、大人の手をものの方へ

引っぱる（クレーン）等

→「困った行動」をコミュニケーションの１

手段としてTUるVコミュニケーションの

WXYZ[\]行動^_`してaく

bcdef

ghiのjklものとmalものをno、p

qをroるVpqsるtとuvklawx^、

yz{|手を}Uて~るtとをd�sるV

�svY�声��のあるghiY^

�����しをsる�Ygして

���^����をsる�、��Y�の�

�を���、��Y�Uる��uあるV�

た、��をして�しa��の�を��

（e）「とって」→ ¡

¡¡¢¢「とってって��£vし¤」→¥

�¦Xsる§¨^©ªvlくてもZa

«¬{|©­®を§¯し、�°u±s²る

と�³もの´µ^¶·¸Ylる¹ºuあ

るV

（e）「とって」と�»oるのv^lく、「と」

��vもZaVs¼Ygh½を手¾stと

u大¿vあるV１�のwÀvvkた|、�

のwÀvÁÂして�るとZa

��声��のÃしaghiY^

�「動k」の��をroる（手ÄÅl³もZ

aV）動kの��→�の��→��の��

へとÆÇしてaくケーÈuÉaV

�ÊËーÌ、Í�l³をÎ�

bcdËーÌのÎÂYあた[f

�ÂÏをして{|ÎÂvkる�vYÐÑu{

{るとa�tとをÒÓYÔくV���uÕ

Ö[しlaV

��°とËーÌの×ØuÙンクしてaる{Z

くÚUるV

��°sるÛ手のÜÏをÝÞvkるZ�Ys

るVた�ßàáaてaる��v^Ïâをl

rlaV

�ghiuËーÌをZくnて、ãälものを

påるZ�Ysる

æçÚèéæ

�発X障害のある�とÔ母r£�Õ生のた¬

の思aっk[cdツール

武蔵博文�±畑庄蔵¡著¡

エンパワメント研究所

第５回　統合保育研究会

月　日　平成 20 年 11 月 19 日

場　所　幼児教育センター

講　師　塚越　和子先生

（つかごし療育コンサルティング代表）

テーマ：グループバズ（問題となっていること、

取り組みとその成果、今後の課題につ

いて話し合い）

俯瞰図番号　F6 －Ⅱ

●Ａグループ

bÄÅY�aてf

�一人ÄÅuÉく、�た日常生活v^�»[

の�u��をsるtとuÉa

→���uÑY入[、�iとのÄÅを結Å

��て、発展roて�てaるV�た、コミュ

ニケーションuとれるZ�、日常の挨拶l

³{|��を交»s機会を�くってaるV

その結果、`し���iとの関»[un|

れ«¬てaるV

�次の活動へと気ßàの¿[替Uをsるtと

uむ�{しa

→無理Y活動の流れY乗oてaくのv^lく

ghiの気ßàをく�~[、声を{�る

（e）今{|  をし�s→¥

あと一ÖtれvÄ£�|、次^  

をし�sV→ 

b今yの課]としてf

r�ざ�lghiの話を聞k、効果u出た

cdel³を、��の中v実践し、生{し

てakたaV

●Ｂグループ

b園行事へのç加（発表会）Y�aてf
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・劇で台詞を言うことが困難である

→対象児が好きな動作（振り）を取り入れて

役づくりを行った。その結果、対象児TU

VWながXYZ[\]^ることができた。

_た、_`りのabT、cd[台詞を言う

eうfgVたり、対象児のhiをあXjk

lmnてoくなp^ることで、qrstV

てuvるwxづくりができた。

→yzfgとVて、{|}が行`れる}~の

��をVた。wx[�VWが�てるeうな

��Vてuる

����s�

��行ybの\]（{|}）[�uて�

・YZ[��を���、\]VたがXなu

→YZの����を�くVたり、����の

��を�v�動[lりTりが�くeう�

�Vてuる。

→� ¡を�`nるeう、¢£う�¤s�な

pを¥¦V、§¨を`jり©^く対象児[

mnてuる。

�ª«の¬­とVて�

YZ[��の®¯をう_く取り入れ、UV

°で\]できるeう[Vてuきたu。

�±��s�

��行ybの\]（{|}）[�uて�

・それ²れの対象児[eって、行yの\]³

´Tµなるが、対象児がUV�を¡kなが

X取り¶lるeう��Vてuる。

・·児が対象児を¸u、YZ[\]できるe

うfgVた。その結果、対象児[とって\

]V©^uwxを�くることができた。_

た、¹º»が¼½¾s¼½で対象児と¿`

ることで、ÀdのÁ�がÂXれた。

・zÃÄてた§¨がÅく、� bと�ながX

なjった。§¨をÆÇÈV、ÉÊs�É

ËÌ�をÍがvることで、ÎÏの§¨を�

 ^ることができた。

�ª«の¬­とVて�

�Ð½�tをÑX^こと[eり、対象児が

cÒのÓでできることをÔ©Vてuきたu。

�Õ��s�

��行ybの\]（{|}）[�uて�

UVく\]^る[TpうVたXeuj

→Ö·児と×keう[\]^るØとuうこと

を§¨[Vてuたが、§¨をこ_jく��V、

eり� ¡を�`うÙ}をÔ©Vてuる。

（Ú）·児と×keう[Ûる

ÜÜÜÜÜÜÜ↓

・Ý台[Äてるeう[なる

・Ý台Þでßàを動jáるeう[なる

_た、YZ�[Tâãなäりåæ[çuw

x[なるeう��Vてuる。

�ª«の¬­とVて�

¹º»�ßが�行y[とX`れ^è�、�

é�全般[ouて、対象児が過¢V©^く

UV°で�動[取り¶lるeう[Vてu

きたu。

�Ｇ１��s�

�¹護»との¿`り[�uて�

・個Ò面談を行う中で、³à的[pのeうな

援助・¿`りをVたことで 長bと�な

がってuるのjmnるeう[Vてuる。次

第[結果だvでなく、取り¶Wの大切�を

理解VてもXnた。

・障がu[理解のある家庭と、そうでなu家

庭でT、apもの 長[大きな違uが出て

きてuる。¹護»のÍÀを察VながX、ア

�ÐsチVてuくことが大切だと¡kた。

�ª«の¬­とVて�

・引き続き、¹護»との¿`りを��l、e

りeu対応ができるeう[Vてuきたu。

�Ｇ２��s�

�問­行動[�uて�

・行yのYZなpでwx[変Èが出てきたた

l、対象児のÀdT乱れ、問­行動が多く

なってuる。

→問­行動が起きた際[T必�記録をとるe

う[Vてuる。¹º»の主観で物yを判断

^るのでTなく、客観性を��ことで、e

り冷静な対応ができるeう[なった。記録
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をとる際には、時間・曜日・トラブルの相

手などをこまかく記し、直前・直後の状況

なども併せて残しておくようにしている。

○塚TUVよWXY

Z[\]^の_`のabcなdef

・g_hをijし、\]^のようklmno

てpていることにqrkる。

stuvwxにいyzなくなo{

||}~l���になo{

����l�くなW、vw�`の�zlmn

ること�、��しl�{ないことl��に

なoている。����の�ま�pl�なo

て、\]^は\�しpzなくなoている

��o{_`を��の��deる

�お{�����よW�

�\]^lお ¡を¢£る時に、¤pな¥¦

§の¨くに©ªうとkるようになo{。«

の¬のとなWl­いていないと®pく�

zることl�い。

¯°±t²

³日、�~に©zるよう´µをkる

�¶·¸¹º»¼½¾の��になる。\]^

にとoて¿ラÀとなるÁÂにkるとよい。

Ã記Äをとること�、状況ÅÆlÇÈになる。

«のÉÊ、ËÌcに\�ÍをÎeることl

�pる。

ÏÐのÑlÒまると¬ども{§はÓw©Wを

kる。\]^は«zをÔlW、vwxをÕ

ていoてしまう。

¯°±t²

・Ö¬を×Øし、vwxにいyzるsÙÚ_

`u時間をÛくkる。ま{、xÜのÝÞを

ßyしàØáâ_`lãpる前に��を

äeる。

��o{_`を��äå�æç

è[éしいÀêルのáâ

�お{�����よW�

・\]^はë前を呼ばzても返hl�pな

い。家庭���してもyい、¨い距離�あ

zば返hl�pるようになo{

¯°±t²

¨い距離をÈ認し、少し��距離をおいて

いく。ま{、達成し{後にほめること�、

取W組みを維持させる。�×として声のイ

¾トネ»¼½¾や向pをmeてみる。

３[v護者への\�

━お{�����よW━

・v護者l\]^の障lいに�いて認めよう

としない。

¯°±t²

・“ともにÎeる”という姿勢を理æしても

yう。苦手なとこª・âØなとこªをバラ

¾Àよく伝eていく。

�障lいを認めるということは、とてもむ�

かしく、心苦しいこと�ある。v護者の心

}を察し、歩み寄る姿勢の大切さを念頭に

おく。

「�oているのは¬ども¦」ということを

理æしてもyう

《まとめ》

�何をv護者に求めているのか、vw者lよ

くä理kる

Ïv護者に共感kる

�思いを«のまま話せる相手になる。

③\]^を�pnめるの�はなく、苦手なこ

とへの°±をkる。

④親¬関係にàrkる

�gと家庭�\]^の様¬に相違lないか

よく�ていく。軽度の発達障lいを持�

¬の�に、様¬l大pく異なる¬もいる。

⑤vw者l�人�抱e込まない

�ともにÎeてくzる人を��ける。gÛ

や主任を交eてカ¾ファレ¾Àを_うと

よい

⑥具ÓÍのない時に「様¬を�ましょう」「大

丈夫�k」という言葉は使nない

⑦\]^を受け入zているgとしての姿勢を
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伝える

→ともに見ていく・応援していくという姿

勢は、保護者の心の支えとなる

※対象児だけでなく、保護者もスモールス

テップで対応していくことが大切
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